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地下鉄 9号 線お茶の 水駅 シール ドの設計 について

帝都高速度交通営 団 正 員 安  藤  正

″       ″  渡  辺

″      ″ 〇 小 林

0〕 まえがき

最近の 我国にか ける地下鉄道の建設 は、社会 的条件や施 工条件の制 約によつて シール ドエ法を採 用

する例が増加する傾向を示 している● こ のシール ドェ法の 中でも特殊断面である駅部の 施工例は、都

市の複雑 な地盤構成 ,施工経 験の浅さ等 か ら現在 施工中の 5号 線深 り| |における無接合型 ,  1号線 二本

榎の局部 接合型の 2例 のみで あるが、今回 9号線 お茶の水 において並列 2条 の シール ド トンネル全 延

長を接合 して、巾員 9米 の島式ホームを有する本格的なシール ドトンネル駅 を建設する事にな り、 既

に着工 した。この 駅は当該 地域の地理 的条件で土被 夕: 5米～2 2米の深 い駅になり、 このた め特に始端

側は上部 に地下広場 を設けて、 4連 の長 大エスカ レーターを備えた斜 坑によつて、 1気 に 2 0米の高さ

を連絡す る構造にした。本文 は この駅型 シール ド トンネルに ついての ものである。

|〕 構  造

構造の形 状は、中央部の接合工法と密接 な関連を

有する。当該地域の 地層が、比較的安定 した粘土層

と砂層である事か ら、 ■ 形鋼を圧入 して 中央部掘 さ

く時の上部 土留支保工 として接合するこ とに した。

この工法か ら完成 時模型の写真 1に 示 すような柔

軟な欠円構造を中央 R,c床版で岡1結する構造にした。

両側 シール ド トンネル部は、 水 セグメ ン ト2片 ,特 殊 セグメ

ン ト2片 を含 む ! 1片を 1リ ング とするグ ク タィル鋳 鉄 セグメン

トに し、接 合時に 6片 を取はず す一次覆工 の みの構 造 に した。

又 シール ド掘進時 の 蛇 行 ,曲線 部 の調整等 は テーパー プ レー ト

リングを挿入 し、 接合 時 に不必要 となる部 分 は切断 す る。柱 の

支承部特殊 セグメン トは、 ■形 鋼 を圧入す るため 図 2に 示す よ

うな覆板つ き穴 あき 構造で設計 し、 H形 鋼 は セグメン ト内で定

着する。中 央床版 と欠 円 リング の岡1結部 は 、 図 1に 示 す よ うに

R , C構造の 中に 5連 の鉄骨桁を挿入 して、桁に作用す る大 きな剪断

力は鉄骨桁で 受け、 シール ドの蛇 行によつて生す る不整は。この鉄

骨鉄筋 コンク リー トで、調整する構造にした。又支承部の 特殊セグ

メントは、鉄筋 とア ンカー ボル トの定着 で ,床版 ,桁 と 1体 構造に

しヽ 支承部の柱 は外径 6 5 0粍の鋼管柱 を 4米 間隔に使用 し、通路

部分 6 7米 を含む延 長 2 5 7米のメガネ型 構造 と して設計 した。
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